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 11月16日、注目を集めた選挙に沖縄は勝利した。

辺野古新基地建設反対の知事の誕生。圧勝だった。

しかし、政府は「粛々と」工事を進めると表明。沖縄

の民意は無視され続けている。 

 

昨年9月、辺野古反対の公約を覆させられた沖縄

選出の国会議員を従えた記者会見。石破幹事長の

満面の笑み。その姿は、1879年（明治 12年）に武力

で日本に併合された時の処分官と重なった。その後、

積極的に政府の意向を体現する議員も現れた。国

会議員に続き、自民党沖縄県連・沖縄県知事と日本

政府に屈し、知事は振興策に喜び「いい正月を迎え

られる」との発言までした。県民の怒りは沸騰した。 

 

 オール沖縄。基地問題に限らず、教科書への沖縄

戦記述改ざん（住民虐殺や集団死への日本軍の関

与の否定）など、その都度、県民大会を開き政府へ

抗議・要請を繰り返してきた沖縄。聴く耳を持たない

政府・無関心な大多数日本人に対し、保革を越えて

一致できるところで意志表明せねばとの思いが結実

した。 

 

 

「基地で沖縄経済は成り立っている」ことのまやか 

しに、沖縄人は気づき始めている。若い世代は、生

まれた時から身近にある米軍基地は沖縄の風景と

思っていたことの誤りに気づき始めた。民主党政権

で一時ではあったが「基地は県外」との首相の発言

は、本土では死語でも沖縄では生きている。日本の

人口の 1％、国土の 0.6 に過ぎない沖縄に、米軍専

用施設の 74％が押し付けられている。加えての自

衛隊基地は、尖閣諸島の国有化により中国を刺激し、

島嶼防衛の名のもと増強が目論まれている。沖縄

は再びの戦場を引き受ける訳にはいかない。 

  

11 月末に観光でマレーシアに行ってきた。マラッ

カに立ち海峡を眺めて、大交易時代の琉球を思った。

東南アジアの海がポルトガルに支配される前、中継

貿易で栄えた琉球の民はレキオ人と呼ばれ、かの

地の人々から尊敬されたという。時を経て今、沖縄

は日本とアジアを繋ぐ物流のハブ（空港）となってい

る。日本の地図では沖縄は周辺だが、アジアに目を

向けると真ん中に位置する。軍事でなく、交流・共生

のキーストーン。沖縄はそれを目指し始めている。 

基地返還跡地は那覇の新都心で、収入＝11 倍、

税収＝15 倍、雇用＝100 倍となった。1％の声に

99％はどう応えてくれるのか。日本政府を動かすに

は国民の選択が鍵となる。衆議院選挙が希望に繋

がってほしいと、切に願っている。 
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2 月 

知事選勝利と 

これからの沖縄 

～そして衆議院選挙が 

希望につながることを切に願って 

 

沖縄ＹＷＣＡ会長 大城美代子 

 

http://www.ywca.or.jp/
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新聞はどう伝えたか 

～沖縄県知事選挙～ 

2014年 11月 17日 

各紙朝刊より 
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その危険性から「未亡人

製造機（ウィドウメーカー）と

呼ばれる米軍新型軍用機オ

スプレイ（MV22）は、日本に

は 2012 年に搬入が始まり、

現在 24 機が沖縄に配備さ

れ、平均150メートルの超低

空飛行訓練が実施されてい

ます。「平均 150 メートル」と

いうことは、それ以下の高度

で飛ぶこともあるということ

です。実際、米海兵隊の訓

練マニュアルによると、オス

プレイには最低高度 60 メー

トルの訓練が求められて

います。 

そして、この超低空飛

行訓練は、沖縄だけでな

く、右図のように全国の 7

つのルート、21県 38町村

にまたがり実施されます。

訓練ルートに指定されて

いない地域の上空も、基地 

間移動のために飛行するの 

で、オスプレイは実質的に 

日本全国どの場所も飛ぶことができます。 

 

アメリカでは、オスプレイの低空飛行訓練が住民

の反対運動で訓練開始を延期、ハワイでは事実上

無期延期になりました。 

ところが、日本ではたとえ日本政府・国民全員が

配備に反対したとしても、アメリカは「接受国通報」

（米軍基地の受け入れ国への通達）という通達を 1

本出せば、日本全土の上空で、アメリカ国内ではで

きないような危険な超低空飛行訓練を行う権利がア

メリカにあるのです。2012 年 7 月 16 日、野田首相

（当時）が民放テレビでオスプレイ配備に関して「米

軍にどうしろこうしろとは言えない」と発言しましたが、

この発言はなんと法的に裏付けされているのです！  

オスプレイの低空飛行訓練ルート（ 2012年 7月 24日産経新聞より） 

 

それが日米安保であり、「アメリカが占領期と同じよ 

うに日本に軍隊を配備し続けるための取り決め」日

米地位協定です。 

 

日米地位協定は、1952 年に旧安保条約と同時に

発行した「日米行政協定」を前身としていますが、そ

の日米行政協定を結ぶにあたってアメリカ側が最も

重視した目的が、日本の全基地化と在日米軍基地

の自由使用でした。その「日米行政協定」と現在の

「日米地位協定」は本質的に変わっていません。 

  

日米地位協定の問題点を大きく分類すると、次の

5つです。 

1米軍や米兵が優位に扱われる「法の下の不平等」 

2 環境保護規定がなく、いくら有害物質を垂れ流して

も罰せられない協定の不備など「法の空白」 

3米軍の勝手な運用を可能にする「恣意的な運用」 

4協定で決められていることも守られない「免法特権」 

5米軍には日本の法律が適用されない「治外法権」 

 

「日米地位協定」について知れば知るほど、私た

ちがこれを正しく知る必要性を感じます。 

 

参考*『本当は憲法より大切な「日米地位協定入門」』 

前泊博盛著、創元社 

 

 

 

連載：日米地位協定ってなんですか② 

占領期と同様に日本に軍隊を 

配備し続けるための取り決め 

 

住宅の真上を飛行＠沖縄県 

 

保育園上空を飛ぶオスプレ

イ＠沖縄県宜野湾市/2012

年 10月 1日朝日新聞より 
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札幌から東へ約 450 キロ、別海・浜中・厚岸の 3

町にまたがる日本最大の陸上自衛隊演習場「矢臼

別演習場」。広さは約 1 万 6000 ヘクタール。香川県

や大阪府と同じくらいの大きさだ。年間約 300日、全

国から自衛隊員がやってきて実弾射撃を中心とした

訓練を行う。1984年から米軍の使用が始まり、97年

からは SACO（ 沖縄における施設及び区域に関す

る日米特別行動委員会）合意に基づく沖縄米海兵隊

の「県道104号線越え155ミリ砲兵射撃訓練」が移転

された。 

 

演習場の供用開始は 1963 年。この地域には、

1950 年代から戦後の開拓事業でたくさんの人が入

植していた。地域社会ができた頃、一転して議会が

演習場の誘致を決め、防衛庁（当時）の土地買い上

げが始まった。買収に応じず 2 戸の農家が残った。

土地は演習場の真ん中にある。その後 1 戸が転居

し、残ったのが川瀬氾二さんと家族だった。私は 10

年前にここの住人になった。川瀬さんの娘さんは独

立し夫妻は亡くなったが、現在は 89年に三重から移

住した浦舟三郎さんが隣で暮らしている。 

今年の 6月と 10月の 2回、自衛隊の訓練部隊が

演習場外に出て町道を行軍した。より実戦に近づく

彼らに向かって抗議のこぶしをあげることはできず、

「戦争をしない国を一緒につくろう」と呼びかけた。 

米海兵隊移転訓練では、97年に訓練が始まって 

から毎回、「川瀬牧場」内に監視本部を置き、砲弾の 

発射・着弾をカウントしている。夜間訓練・小火器訓 

練・白リン弾・照明弾など、沖縄ではしていない訓練

をなし崩し的に行っている。 

地図：矢臼別平和委員会発行『演習場のどまん中から 第 11集 

10年～11年矢臼別の四季』より） 

2010 年には山火事を発生させた。消化のために

自衛隊が出動し、実質的には日米共同訓練になっ

た。昨年は演習場を外れ着弾する事故が起こった。

着弾地から1～2キロには、3世代5人が暮らす牧場

があった。 

 

 「川瀬牧場」には、「ここに来ることが闘い」と、たく

さんの人が訪れ、つながり、さまざまな運動が生ま

れた。毎年 8 月に行われる「矢臼別平和盆踊り」は

今年で 50 回を迎え、約 1,000 名が踊りの輪をつくっ

た。暮れの「平和餅つき・忘年会」では、大人から子

どもまで約 100名が一緒に餅をついていただく。 

 戦争の訓練と平和の営み。農業用倉庫の屋根に

川瀬さんが大書した「自衛隊は憲法違反」の文字が

天を仰ぐ。 

 

 

 

 

北海道別海町矢臼別から 

～沖縄米海兵隊訓練部隊が白リン弾訓練～ 

 
渡辺佐知子 

（日本キリスト教団中標津伝道所信徒） 

京丹後市の米軍Ｘバンドレーダー基地建設続報 

10月 21日午前4時、京都府京丹後市の米軍Ｘ

バンドレーダー基地建設現場にレーダー本体が

搬入されました。レーダーが狙われるのを防ぎ道

路の安全を守るためとして、市民に事前に知らせ

ない、いきなりの搬入でした。搬入から数日後に

はレーダー専用発電機が、かなりの騒音を出しな

がら 24時間動き始めたそうです。 

 一方、10月 27日深夜、米軍関係車（Yナンバー

車）がレーダー基地から遠くない住宅街の電柱に

激突。電柱は根元から折れ曲がり 40 センチ移動

したほどの衝撃でした。京都府警は「軽微な自損

事故だから報告しない」と言い、地元の京都新聞

と毎日新聞が小さく掲載しただけです。 

市民の安全を守るよりも米軍を守ることを優先

しているようです。大久保生子（基地チーム 長） 

 


